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鶴岡R．C創立20周年記念行事

昭和54年4月22日　A．Mll：00～P．M2：30

第一部会場　産業会館ホール

第二部会場　荘内神社参集殿

第　一　部　　式　　　　　典　　　　　　司会、式典委員長　高　橋　正太郎

1．点　　　　　鐘
2．開式のこ　とば

3．国　歌　斉　唱
4．　ロトクリトソング　　奉仕の理想

5．物故会員に黙蒔

6．来賓及び来訪クラブ紹介

7．式　　　　　辞

会　長　三　井　　　健

総務委員長　石　黒　慶之助
ソングリーダー　藤　川　享　胤
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8．記念事業の発表（友愛の泉）
9．目　録　贈　呈

10．感謝状贈星　　歴代会長・幹事・山下和子

実行委員長
会　長　三　井　　　健

11．来　賓　祝　辞　　会長253地区ガバナー　黒沢　　茂殿

鶴　岡　市　長　白井重暦殿
12．祝　電　披　露

13．ロータリーソング　　我等の生業

14．閉式のことば

15．点　　　　　鐘

ソングリーダー

式典副委員長

会　長

第　二　部　　祝　　　　宴　　　　　司会、祝宴委員長　中　江　　亮

1．閉塞のことば　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　佐　藤　　忠

2．乾　　　　杯　　　　　　　　　　　ガバナーノミニー　佐　原　史　哉　）

3．余　　　　興　　　　　　　　　　　　　　　コーラス　土曜会のみなさん

4．ス　ピ　ー　チ　　鹿児島西姉妹クラブ・台車港区姉妹クラブ

5．ロータリーソング　手に手つないで　　　ソングリーダー　藤　川　享　胤

6．万　才　三　唱　　　　　　　　　　　　バストガバナー　庄　司　晋　作

7．閉会のことば　　　　　　　　　　　　　祝宴副委員長　小　松　広　穂

ビジター紹介

台中港区R．C12人、鹿児島西R．Cl1人、八幡R．C　3名、温海R．C　2名

遊佐R．C　7名、余目R．C　9名、酒田東R．C18名、鶴岡西R．C21名、

酒田R．C19名、立川R．C　2名。

創立20周年記念日をお祝いして

第346区台中県分区

分区代理　洪　　　　柄　　燈

本日は鶴岡ロータリークラブ創立20周年の誠に喜ぶべき目出度い記念日でござい

ます。私は台中県分区のロータリアンを代表して心よりお祝い申し上げます。20星　」

霜の歳月と云うものは、越し方容易ならざるもので、恰も嬰児が生れこれが生長し　　、
成人となる様なものです。鶴岡ロータリークラブが創立以来20年間ロ←一夕リー運動
に打ち込み、奉仕の精神を以て立派な奉仕成果をあげ社会の人々に偉大な貢献をな
しとげてこられたと共に20年の意義ある歴史と伝統を打ち樹てられたことは私共の

均しく敬服する処であります。

鶴岡誓←クリークラブの真撃なロータリー友情は我々にとって誠に忘れ得ないも

のであります。憶うに、一昨年当クラブ（台中港区ロータリークラブ）の一行が貴

クラブを訪問致しました際、貴クラブ全会員の熱烈にして且誠意溢るる歓待を受け、

我々一同は誠に感激した次第でございます。その際の歓待ぶりは計画周到にして、
秩序があり実に軽い処に手が届く程のもので、此の様なロー一タリー友情と云うもの

は終生忘れられないものであります。現在私は第346分区代理を担当して居ります。

もともと私の妻と一緒に貴クラブの記念式典に参上の計画でありましたが、偶々国
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内に於て別の重要な社会奉仕活動があり、更に私自身が参加しなければならない為
にやむを得ず、私の妻を代理として貴クラブ記念式典に参上致させます。失礼の点

を御諒承の程御願い申し上げます。中日は素より兄弟の邦であります。文化・経済
を問わず大変に深く永い関係があり、特に中国人と日本人の外見体格皮膚の色が非

常に似通って居ります。私は旅行が好きで、今迄に49ヶ国を遍歴して夫々の国の人
々にお会いしていますが、ただ漢民族と大和民族は容易に見分けがつきません。こ

のことによっても中日両国は同一家族の様なものであると云えましょう。我々はロ
トタリー精神の発露のもと相互信頼と相互扶助の精神により一層団結すべきものと

信じて居ります。

昨年の米国及び中共の外交樹立の際、貴国民が我中華民国人民に寄せられた精神
的激励や支援は、一層私達の自立自強の信念を固めさせました。私達は御期待に背
くこと無く、一層強くなり、より一層団結し安定して居ります。今後ロトークリーの

＼）　友情の交流を籍りて、中日両国間国民の往来を強化して行き、より一層堅忍不抜の

友情を確立し、お互いの理解を深める事によって世界平和の促進に寄与したいもの
と願って居ります。

最後に、謹んで鶴岡ロータリークラブの御発展と会員の皆様の御健康をお祈り申
し上げます。

1979年4月22日

祝　　　　辞

中華国民台湾省台車港区R．C

会　長　楊　　　　連　　卿

この度、日本鶴岡R．C創立20周年記念式典を挙行されるに当り、御丁重な御招

待を頂き、姉妹クラブであります当クラブ表敬訪問一行十数名と共に、御盛典に参
加させて頂きましたことは誠に有難く、且光栄の至りと存じます。

顧れば、1975年3月8日に両クラブが姉妹クラブ盟約を締結して以来、既に4年

余りの才月を経ました。

その間海を隔てた蓬かなる距離や国情、気候、風土、風俗、習慣、文化等大きな
相違があるにも拘らず、何の障害もなく、むしろ日を追って相互理解となり、好意
と友情は益々深まり、1976年3月には当時の佐藤会長初め十数名の方々がわざわざ

）　姉妹盟約一周年の記念式典の為に御来訪を頂き、そして1977年5月には当クラブの

紀会長を団長に20余名の表敬訪問団が、貴クラブを訪問致し、熱烈な歓迎と御招待
を頂きました。

続いて1978年2月には当時の上野会長を団長に30余名の万々が再び、はるばる台

湾に姉妹クラブ盟約続盟式に御来臨下され、お互いに親しく交歓出来ました事は、
我々にとって未だに忘れ得ない喜びでありました。

異なる因のロータリアン同志の交友が斯くも広く大きく、且好意と友情の輪を拡

げたことは、今更乍らロータリーの偉大さに感銘を新たにすると共に、之を通じて

同文・同種である中日両国間の親善と平和の交流に寄与する途でもあると信じてお
ります。

本日20周年の創立記念日を迎えられ、ひとすじにロータリー精神の発揚と奉仕に

大いに貢献された輝かしい足蹟と歴史は誠に絶賛に値いするものであり、心からお



祝いさせて頂きます。これからも末長く、人類の幸と世界の平和の為にロータリト
の奉仕の理想実現に益々献身されます事と存じます。貴国並びに貴クラブの御隆盛

と会員諸兄の益々の御発展を深く祈念してお祝いの御挨拶と致します。

祝　　　　辞

鹿児島西R．C

会　長　藤　安　辰　造

本日は、当鶴岡R．Cの創立20周年記念の式典を挙行されるに当り、私ども来賓
としてお招きいただきました事は誠に光栄に存ずる事でありまして、姉妹クラブで

ある我が鹿児島西R．Cと致しましても我が事の様に嬉しい事であり、心からお祝
い申し上げます。

鶴岡R．Cの創立は昭和34年6月9日で、爾来着実な御発展をされ内部拡大に外
部拡大に、叉姉妹クラブ盟約にと目覚しい御活躍をされて居る事は歴代の会長・幹

事の皆様及び会員の方々の徹底した親睦活動の賜ものであると敬服している処であ
ります。

鶴岡R．Cと私のクラブとは昭和40年5月9日姉妹クラブの盟約としてお互いス
ムーズな交流をつづけて居る事が出来て誠に喜ばしい事であります。このルーツを

辿れば、明治維新の薩摩の大賢哲、西郷南洲先生と当庄内の大賢暫菅臥牛先生の出
会いであります。偶西郷隆盛先生の歴史を知る必要があって我がクラブ会員である
鮫島志芽大君が南洲翁の事を知るにはどうしても鶴岡に行かねばならないと云う事
で、当地を訪れ調査研究をされたのですが、当鶴岡に「庄内鹿児島会」が、鹿児島
に∴「鹿児島庄内会」が出来て交流がはじまり、次いで両クラブの姉妹盟約の芽が生

えて昭和40年に盟約にこぎつけた次第であります。

繭釆小・中学校の鶴岡・鹿児島の盟約が出来、遂に昭和44年11月には鶴岡鹿児島
の両市の兄弟都市盟約締結へと発展したのであります。

その後も盟約は後を絶たずライオンズクラブでも盟約が、行われたのであります。

西郷南洲翁の遺訓・遺風は鹿児島よりも当鶴岡により多くあると云う事を聞いて居
ります。今後この遺訓・道風を自分のものとして消化し、人間形成につとめ共々人

類の発展に寄与しなければならないと思います。
この祝賀会に我々鹿児島西R．Cの会員10名、婦人4名が参加しまして市長さん、

商工会議所会頭をはじめ、ロー－クリークラブ関係のバストガバナー、ガバナー、分　＼

区代理鶴岡ロータリークラブ、近隣のローータリークラブ会員の方々、そして叉はる

ばる御来日の台湾の台車港区R．Cの方々と創立20周年のお祝いの喜びを分かち合

う事が出来て、皆々様との知り合いの場と時を与えて下さった鶴岡R．Cの方々に

厚く御礼申し上げると共に、今後共引き続き鶴岡R．Cの御発展を期待し、叉盟約
の実をより一層深めて行く事が出来る事を祈念して私の祝辞と致します。


